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タイトル 令和５年度富士山安全装備品等整備補助金事業 

内容 

平成 27 年度から、富士山噴火などの災害から富士山にいる登山者や観光客、関

係者を守るため、安全装備品を整備する山小屋などの関係者・関係団体に対して経

費の 3/4（上限 3,000,000 円）を限度に補助金を交付しています。 

 この制度を活用し、富士山吉田口旅館組合は本年度、ポータブル電源を 16 軒の

各山小屋にそれぞれ 2 台、合計 32 台配備します。 

 山小屋の電源は、非常用電源などで賄っていますが、噴火の際は噴石や火山灰な

どの火山現象により使用できなくなる可能性があるため、非常時に備え、電気のバ

ックアップなどに使用するため配備します。 

 この配備により、非常時の際にも電源を賄えることが期待でき情報伝達などの連

絡体制の強化や市消防団富士山隊の登山者などへの円滑な情報発信や効率的な避難

誘導などに繋がるものと考えます。 

 電源の主な仕様は、スマートフォン 55 回やパソコン 12 回がフル充電できます。 
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